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2. 水理地質構造 

2.1 ダム基礎の水理地質特性 
2.1.1 ダムサイト地質構成 
 ダムサイトの地質は、先新第三系名護層（四万十帯）を基盤とし、その上位を第四紀の段丘堆

積物が覆っている。 

 基盤の名護層は、片理の発達した千枚岩を主体とし、砂岩、凝灰岩等を介在している。また、

千枚岩類の分布範囲の上位には、緑色岩が重なっている。千枚岩類は、見かけ上の下位より６層

（Ph１～６）に区分される 

 また、ダム軸付近から下流側（左支川沿いに見れば上流側にあたる）を中心に、シルト及び砂、

礫などよりなる段丘堆積物が約 200ｍの幅をもって広く分布している。この段丘堆積物は、旧大

保川の流路と見られる旧い谷を埋める形で分布している。これらは、下位から砂礫（Bg）、シル

ト質砂（Ssi）、シルト～砂質シルト（Si-1）、砂・砂礫（Sg-1）、シルト（Si-2）、砂・砂礫（Sg-2）、

砂・砂礫（Hg）により構成される。定性的に Si-1 より下位はやや固結度が高く、Sg-1 より上位

は固結度が低い状況が確認される。左岸のトレンチ坑の断面から、Hg 層と Sg 層は、ほぼ同様の

時代に堆積したもので、陸域堆積が Hg、海域（上部で一部陸域）堆積が Sg-2 と判断される。 
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Hg
細砂～粗砂、砂礫

Sg-2
細砂～粗砂、砂礫

Si-2
シルト

Sg-1
細砂～粗砂、砂礫

脇ダムサイト左岸尾根部に分布。暗灰色を呈す。全般に砂質岩を主体とし、数mm～数cmの凝灰岩薄層を挟在する。凝
灰岩は粗粒なものが多い。

Si-1
シルト～砂質シルト

Ssi
シルト質細砂～シルト混じり細砂

Bg
礫、砂礫、礫混じりシルト～粘土

脇ダムサイト左右両岸の尾根平坦部や緩斜面に分布。開析が進み、平坦部としての残存度は低い。ルーズな細砂
～粗砂を主体とし、φ＝数cmの砂岩・千枚岩の礫を含む。

褐色を呈する。ルーズな細砂～粗砂を基質とし、φ＝数mmの石英円礫の他、φ＝数cmの砂岩・千枚岩の礫を含
む。

暗褐色を呈する。シルトからなり、炭化の著しい木片を含む。

脇ダムサイト左岸に分布。灰色を呈す。片理の発達した砂岩～塊状無層理の砂岩及び砂岩・千枚岩の互層からなる。
下位のPh-1とは漸移する。
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褐色を呈する。ルーズな細砂～粗砂を基質とし、φ＝数mmの石英円礫の他、φ＝数cmの砂岩・千枚岩の礫を含
む。最下部は粗砂となり下位のSi-1層と境界は明瞭。

シルト～砂質シルトからなり固結度が高く、土丹状を呈する。炭化程度の低い木片を含む。下位のSsi層とは漸
移する。

Si-1層と同程度の固結度のシルト質細砂～シルト混じり細砂からなり、炭化木片を含む。

旧川底付近に分布。層相は円礫を含む砂礫＝角礫を含む固結状の礫混じりシルトと変化が著しい。礫種は砂岩、
千枚岩を主体とする。

脇ダムサイト右岸に分布。暗灰色を呈す。1～10cmの砂岩レンズや片理の発達した砂岩薄層、凝灰質千枚岩を時折挟在
する。淡緑灰色を呈する数mm～10cmの凝灰岩薄層を挟在する。本層の最下位には固結した破砕岩が認められる。
脇ダムサイト右岸に分布。暗灰色を呈す。数mm～数cmの凝灰岩薄層を挟在する。下位のTf-1とは漸移する。

脇ダムサイト右岸に分布。淡緑灰色を呈す。均質細粒の凝灰岩を主体とするが、数mm～数cmの千枚岩薄層を挟在し、
千枚岩との互層状となることもある。本層の最下位には固結した破砕岩が認められる。
脇ダムサイト左岸に分布。暗灰色を呈す。全般に砂質岩を主体とし、数mm～数cmの凝灰岩薄層を頻繁に挟在する。凝
灰岩は粗粒なものが多い。下位のPhsとは漸移する。

山腹斜面や山裾部、沢部。巨杭を含む崩積土砂、岩層からなる。

脇ダムサイト右岸に分布。淡緑～暗緑色を呈す。弱い片理の発達する細粒部と比較的塊状を呈する粗粒部からなり、
稀に千枚岩を挟在する。原石は玄武岩質の溶岩および凝灰岩と考えられる。
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脇ダムサイト右岸に分布。淡緑色を呈す。凝灰岩の砂質岩からなり、片理の細かいゆらぎが特徴的である。また、全
般に１～10cmの砂岩を挟在する。下位のTf-2とは漸移する。
脇ダムサイト右岸に分布。淡緑～暗緑色を呈す。上部20ｍ程度は淡緑色を呈し、片理の細かいゆらぎも認められ、Ph-
6と同様に凝灰質の砂質岩からなる。本層の最下位には黒色の固結した破砕岩が認められる。
脇ダムサイト右岸に分布。淡緑色の凝灰岩（5～40cm）が1～3層認められ、千枚岩との互層として出現する。層厚の変
化が激しいが、連続性に富む。下位のPh-5とは漸移する。
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2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要 
(1) 透水性状 
1) Ｄ～ＣＭ級岩盤の透水性 

脇ダムサイトの岩盤の透水性は以下のように区分される。 

   ①10Lu ゾーン（透水係数 1×10-4cm/sec）    →Ｄ級ゾーン 

   ②5～10Lu ゾーン(部分的に高透水が介在する)   →ＣＬＤ級～ＣＬ級ゾーン 

   ③2～5Lu ゾーン（部分的に高透水が介在する） →ＣＬ級～ＣＭ級ゾーン 

   ④5Lu 未満ゾーン               →ＣＭ級ゾーン 

   ⑤20Lu ゾーン(20～30Lu の高透水割れ目集中部）→ＣＬ、ＣＭ級の構造帯 

 

 なお上記の②～③ゾーンには高透水のテストステージ(5～10Lu：16%、10～20Lu：11％、20Lu

以上：12%)があるが、61%のステージでは 5Lu 未満である。一定深度から透水性割れ目は、存在

しなくなる（右岸：深度 40～50m 以深、左岸：70m 以深、河床部：EL.30m 以深）。 

 

2)堆積岩の透水性 

 ダムサイト河床部に広く分布する堆積岩は、砂質シルト層[Si-1]、シルト質砂層[Ssi]、砂礫

層[Bg 層]に大きく区分される。これらの透水性は、平成元年度、平成５年度および平成 10 年度

に現場透水試験、室内透水試験が行われており、下記の結果を得ている。 

 

・細砂～砂礫[Sg-1]：室内透水試験において 0.1×10-5～7.5×10-5cm/sec で難透水性。 

・砂質シルト[Si-1]：現場・室内透水試験とも 0.45×10-7～2.3×10-6cm/sec で不透水性。 

・シルト質砂[Ssi] ：現場・室内透水試験・揚水試験ともに 0.1～4.4×10-4cm/sec で半透水性。 

・砂礫[Bg 層]   ：揚水試験において 1.0×10-3cm/sec 程度と透水性。 

 

(2) 地下水位 
 ダムサイトの地下水位は、EL.30ｍ付近を底辺とする逆台形地形を呈している。 

 右岸側の地下水位は現地形と調和的で、右岸アバット部での地下水位は、サーチャージ水位よ

りも高まりがある。また、段丘堆積物に覆われている左岸部では地形とは非調和的な分布形態と

なっており、旧地形の影響が示唆される。なお、左岸上流尾根部にはサーチャージ水位程度の地

下水位の高まりがある。 

 右岸リム部の TMS-27,65 では EL.85ｍ程度、TMS-99 では EL.66～EL.68ｍ程度で、左岸リム部

の TMS-84 では EL.72ｍ程度、TMS104 では EL.55ｍ程度で安定していることがわかる。 

 なお、降雨との相関は顕著に見られず、これは、当ダムサイトの地表はＤ級の風化岩が覆って

いることから降雨が浸透しにくく、また基礎深部の岩盤は浸透水が抜けにくい。 
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